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鈴木　款先生をおくる

理学部地球科学科教授・鈴木款先生は，平成25年3月をもって定年を迎えられました．鈴木先生は，昭和
22年10月17日に静岡県でお生まれになり，昭和47年3月に静岡大学工学部を卒業，同56年7月に名古屋大
学より博士号を授与されました．大学卒業後は昭和47年4月より約1年間，財団法人・日本分析化学研究所
に勤務された後，本学に赴任されるまでの約20年間を気象研究所で勤務されました．平成5年4月に本学理
学部地球科学科助教授として赴任された後，同8年4月には教授に昇任されました．また，本学に創造科学
技術大学院が創設されてからは，その専任教員としてご専門である大気・海洋の物質循環の研究を推進され，
大学院の教育ならびに運営に並々ならぬ力を発揮されました．

平成4年より地球科学科と生物学科とが合流して一つの学科・生物地球環境科学科が発足しましたが，鈴
木先生はこの2つの学問領域の橋渡し役を期待されました．外部から着任されて異なる領域を結びつける役
割を担うご負担は，お察しして余りあるものであるはずですが，天性の明るさと頼まれるといやとは言えな
い温厚なお人柄，また聴き手の心を掴む先生のお話しぶりが功を奏したのでしょう，生物地球環境科学科解
消後も，大学院を中心に学内全体に環境学という大きな潮流を定着させる立役者となられました．

鈴木先生は本学ご在籍中に，サンゴ礁やマングローブ林などの沿岸生態系の研究を中心に夥しい数の研究
プロジェクトを推進されました．これらの研究内容は，地球環境の保全が人類の最重要課題と認識され始め
た今の時代によくマッチし，マスコミを通じて国内外に広く知れ渡ることとなって，鈴木先生は時代の寵児
ともいえる存在となりました．鈴木先生の存在が，本学のイメージやステータスのアップにどれだけ貢献さ
れたか計り知れません．鈴木先生はそのご出身から中央官庁とは常に太いパイプをお持ちであり，これをもっ
て潤沢な外部資金で常に大学全体を潤わせることにもご尽力くださいました．このことは，鈴木先生を学内
でますますお忙しいお立場へと追い込むこととなってしまいましたが，新設された大学院の管理運営を中心
に，身を粉にして本学のためにご尽力くださいました．しかし，そのようなお立場にありながらも，決して

「現場」から心が離れることはなく，常に研究者・教育者のお立場から，為政者に対して毅然とした態度を
取ってこられました．

鈴木先生の大学でのご在職期間は，20年と決して長くはありません．しかしその間に博士課程まで進学し
た19名を含む70余名にのぼる学生を鈴木研究室は輩出しました．これは常にアクティブな鈴木先生の力が，
研究や組織運営にのみ注がれていたのではなく，学生たちの教育にも惜しみなく注がれていたことを意味し
ています．鈴木研究室の学生たちは総じて仲が良く，常に和気あいあいとして各々の研究課題に取り組んで
いました．おそらく，鈴木先生の心の中にある，次世代のために地球環境を守りたい，そしてより良い教育
環境を整えたいというお志に根ざしていると思われます．鈴木款先生のこのたびのご退職はまことに残念で
ありますが，今後のますますのご活躍とご健康を祈願して，おくる言葉とさせていただきます．

2013年3月

理学部地球科学科
学科長　塚越　哲
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鈴木　款先生の略歴

学　歴
昭和47年３月	 静岡大学工学部工業化学科卒業

学　位
理学博士（名古屋大学）　昭和56年７月13日
論文名　海洋におけるセレンの地球化学的研究

職　歴
昭和47年４月	 財団法人日本分析化学研究所（昭和49年５月まで）

49年10月	 気象研究所技術補佐員（昭和50年２月まで）
50年４月	 気象研究所技術補佐員（昭和50年８月まで）
50年10月	 気象研究所技術補佐員（昭和51年２月まで）
51年４月	 気象研究所丙種日雇職員（昭和51年４月まで）
51年６月	 気象研究所技術補佐員（昭和51年９月まで）
51年11月	 気象研究所技術補佐員（昭和52年３月まで）
52年５月	 気象研究所技術補佐員（昭和52年９月まで）
52年11月	 気象研究所技術補佐員（昭和53年３月まで）
53年５月	 気象研究所技術補佐員（昭和53年９月まで）
53年11月	 気象研究所技術補佐員（昭和54年３月まで）
54年５月	 気象研究所技術補佐員（昭和54年８月まで）
54年10月	 気象研究所技術補佐員（昭和55年１月まで）
55年５月	 気象研究所技術補佐員（昭和55年９月まで）
55年11月	 気象研究所技術補佐員（昭和56年３月まで）
56年５月	 気象研究所技術補佐員（昭和56年９月まで）
56年11月	 気象研究所運輸技術官（平成５年３月まで）

平成５年４月	 静岡大学理学部助教授
８年４月	 静岡大学理学部教授
18年４月	 静岡大学大学院創造科学技術研究部教授

表　彰
昭和51年７月	 サンケイオーシャンスカラー賞「海水中の有機金属錯体の定量法」

57年４月	 日本海洋学会岡田賞（研究奨励賞）「海洋におけるセレンの地球化学的研究」
平成元年４月	 科学技術庁長官賞「海水中の溶存有機炭素および窒素の精密分析法の研究」
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３年５月	 三菱財団研究奨励賞「微量粒子の環境における役割」
22年４月	 海洋化学学術賞「海洋における有機物の循環と生物共生系に関する研究」
23年７月	 海洋立国推進功労者（内閣総理大臣賞・科学技術振興部門）「海洋の炭素循環やサンゴ礁の研

究」

学内における活動
平成12年４月	 静岡大学大学院理工学研究科副研究科長（平成14年３月まで）

19年５月	 静岡大学大学院創造科学技術研究部静岡院長

所属学会
昭和56年１月	 米国地球物理学連合

61年１月	 米国海洋学会
平成４年１月	 米国陸水・海洋学会

６年１月	 生態工学会
９年	 日本サンゴ礁学会

在籍期間不明	 日本地球化学会
	 日本化学会
	 化学工学会
	 水産海洋学会
	 国際サンゴ礁学会
	 生態工学会

学会・社会における活動
昭和63年	 日本地球化学会評議委員・幹事（昭和64年まで）
平成７年	 静岡県深層水有効利用事業推進委員会委員（平成15年まで）

８年	 環境庁国立環境研究所地球モニタリング委員会委員（平成13年まで）
８年	 ㈶地球環境産業技術研究機構二酸化炭素固定化委員会委員（平成12年まで）
８年	 NEDO–RITE二酸化炭素固定化・有効利用プログラム方式選定委員会委員（平成18年まで）
９年	 焼津市深層水有効利用事業推進・運営委員会委員（平成16年まで）
10年	 地球科学技術推進機構大気組成変動委員会委員
11年	 地球環境産業技術研究機構（RITE）地球再生委員会委員（平成15年まで）
12年１月	 日本サンゴ礁学会評議委員（現在に至る）
12年８月	 第10回国際サンゴ礁シンポジウム国際科学プログラム委員会委員長
13年	 文部科学省海洋地球課日仏海洋開発技術委員会委員
14年	 国際サンゴ礁学会評議委員（現在に至る）
14年	 NEDO環境調和型技術開発・先導研究審査・評価委員（平成16年まで）
15年	 経済産業省二酸化炭素固定化３事業制度評価委員会委員
17年	 ㈶地球環境産業技術研究機構プログラム方式二酸化炭素固定化・有効利用平成17年　技術開

発人工湧昇流海域におけるCO2吸収量の評価技術の開発研究推進委員会（平成18年まで）
17年	 ㈶環境科学技術研究所青森県受託業務「平成17年度物質循環要素技術実験調査」を遂行する
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ための閉鎖系要素技術検討委員会委員（平成18年まで）
17年	 静岡県水産振興審議会委員（平成20年まで）
18年	 ㈶環境科学技術研究所青森県受託業務「陸・水圏生態系炭素移行実験調査」を遂行するため

の陸・水圏生態系検討委員会委員（平成22年まで）
18年	 （独）国立環境研究所地球環境モニタリング・データベース検討会委員
20年	 （独）水産総合研究センター中央水産研究所小課題評価会議外部委員
20年	 （独）日本学術振興会科学研究費委員会委員
21年	 （独）日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員（平成22年

まで）
23年	 トリチウム移行検討委員会委員
23年	 科学技術振興調整費「岐阜大学流域環境リーダー育成拠点形成事業」外部評価委員会委員
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